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〇【 報告】  

 

「 王子公園再整備基本計画（ 素案）」 について 

 

 

 

１  こ れまでの経過 

令和４ 年 12 月 「 王子公園再整備基本方針」 策定 

 大学設置・ 運営事業者公募の開始 

令和５ 年６ 月 大学設置・ 運営事業者 優先交渉権者の決定 

令和５ 年５ ～７ 月 基本計画（ 素案） の検討に向けた市民ヒ アリ ング等の実施 

 

２  王子公園再整備基本計画（ 素案）  

（ １ ） 市民意見募集 

 令和５ 年 10 月２ 日（ 月） ～10 月 31 日（ 火）（ 予定）  

（ ２ ） 王子公園再整備基本計画（ 素案）  

 資料６ -２ のと おり  

 

３  今後の予定 

令和５ 年 10 月～ 再整備に関連する都市計画の説明会の開催 

  都市計画に関する縦覧等 

令和６ 年 ２ 月～ 都市計画審議会の開催 

 都市計画の決定・ 基本計画の策定 

 

４  参考資料 

（ １ ） 王子公園再整備基本計画（ 素案） の検討に向けた市民ヒ アリ ング等の結果 

 資料６ -３ のと おり  
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王子公園再整備基本計画 全体編(本書)

王子動物園編

本計画の構成 



 

1 

1  再整備の位置づ け  

『 神戸 2025 ビジョ ン（ 2021 年４ 月） 』 において、 市民一人ひと り が安心安全で心豊かに幸せを 実

感でき る生活を 享受でき 、 将来を担う 若者が輝き 、 活躍でき る持続可能な社会を 築く 「 海と 山が育む

グロ ーバル貢献都市」 をめざし ています。  

王子公園再整備にあたっ ては、 利便性が高い文教エリ アのポテンシャ ルを 活かし ながら 、 若年定

住・ 交流人口の増加や都市ブラ ンド の向上を 図り 、 持続可能な神戸の発展を 実現し ていく ため、 2022

年（ 令和４ 年） 12 月に「 王子公園再整備基本方針」 「 王子動物園リ ニュ ーアル基本構想」 を策定し 、

5 つの基本目標と ゾーニン グ、 王子動物園のコ ンセプト ・ 理念や目指すべき 方向性等を定めまし た。  

本基本計画は、 基本方針および基本構想に基づき 、 各ゾーンにおける 施設の具体的な整備内容や事

業全体のスケジュ ール等を 定めたも のです。  

 
 

 
【 再整備の位置づけ】  

 
【 ゾーニング】  

2 計画概成期間（ 予定）  

2024 年度（ 令和 6 年度） ～ 2030 年度（ 令和 12 年度）  
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3  ５ つ の基本目標 

3 .1  新 た な 「 原 田 の 森 」 の創 造 

(1 )  理念・ コ ン セ プ ト 等 

  新たな「 原田の森」 の創造を目指し 、 王子公園全体の魅力を向上さ せながら 、 良好な景観の維

持、 向上を図り ます。  

  公園周辺から も 公園や緑の存在を強く 認識でき るよう 、 地形を 活かし た開放的な景観形成を図り

ます。  

  市民に親し まれてき た桜や生育良好な既存樹を活かし ながら 、 異常高温対策と し ても 有効な緑陰

の創出を 行い、 存在感のある緑のボリ ュ ームや景観を 未来につなげます。  

 

(2 )  計画概要 

  良好な見通し と なるよ う 開放的な緑地を整備し 、 快適で安全安心な緑空間を 形成 

  シンボルプロムナード に新たな桜を 植樹し 、 桜の通り 抜けルート を拡大 

  快適な緑陰のある園路・ 園地と 休憩施設を 整備 

  壁面・ 屋上等における 緑化の導入や建築意匠により 園内建築物の圧迫感を軽減 

  公園と 大学が一体と なる空間づく り  

 

 
【 各ゾーンの主な計画概要図】  
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( 3 )  今後の検討に 向け て  

  大学も 含めた公園全体で、 既存植栽の保存・ 保全方法や新たな植栽の実施等について、 具体策を

検討し ます。  

  Living N ature Kobe(＊1)やヒ ーリ ン グガーデン(＊2)に代表さ れるよう な、 本市で取り 組む高質な

植栽の設えを 検討し 、 王子公園や動物園への来園者や他都市から 来訪する来街者への顔と なる空

間を創出し ます。  

 
【 川沿い園地 整備イ メ ージ】  

＊1 Living N ature Kobe・ ・ ・ 自然の景の創出による 神戸市の新たな緑と 花のブラ ンディ ングの取り

組み。 社会における持続可能性に対する意識の高まり を踏まえて、 緑や花を 取り 入れた空間の

整備に対し て、 自然環境の視点から 新たな役割が求めら れている。  

＊2 ヒ ーリ ン グガーデン・ ・ ・ 訪れた方々が自然を 感じ ら れ、 心の癒し と なる 高質なみどり あふれ

る空間。  

  

昼 

夜 
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3 . 2  学 術 ・ 文化 拠 点 の シ ン ボ ルの 創 出 

(1 )  理念・ コ ン セ プ ト 等 

  「 教育」 「 研究」 「 社会貢献」 と いう ３ つの使命を果たし つつ、 王子公園周辺エリ アの持つ歴史

と 文化を 尊重すると と も に、 国内外の人材が集う 王子公園周辺エリ アの新たな中核施設と し て、

地域と 共に成⾧ し 、 地域活力の醸成や定住人口・ 関係人口の創出など持続可能な地域社会の形成

に貢献する、 地域そし て世界に開かれた大学を誘致し ます。  

  大学には、 神戸の将来を牽引する優秀な人材の確保・ 育成・ 輩出、 産学連携によ る地元企業の成

⾧ ・ 活性化、 教育・ 研究成果の社会への還元と いっ た「 市域全体への貢献」 、 学生と 地域や商店

街等と が連携し た賑わいづく り など学生によ る社会貢献、 リ スキリ ングやリ カ レ ント 教育など学

び直し の機会の提供と いっ た「 近隣地域への貢献」 の両立を求めます。  

(2 )  計画概要 

大学設置・ 運営事業者によ る事業実施計画の概要は、 下記のと おり です。  

 
(3 )  今後の検討に 向け て  

求める 大学像の実現に向け、 大学と の協議を引き 続き 進めます。   

１ ． 大学運営（ 教育・ 研究等）  
(1)全体コ ン セプト  

自分で、 みんなで。 未来を 起動するオープンイ ノ ベーショ ンパーク  
―地域・ 社会・ 世界が大学に入っ てく る学び― 

(2)王子キャ ン パスで育成する人材像 
世界や社会と の連携、 交流を 通じ て、 国際性や多様性への理解を身につけ、 アント レ プレ ナ
ーシッ プ（ 起業家精神） を 発揮し てより 良い社会の実現に貢献でき る イ ノ ベーショ ン人材 

(3)アカ デミ ッ ク コ ン セプト  
目まぐ る し く 変転する 予測困難（ VUCA） な時代を 切り 拓く イ ノ ベーショ ン 能力を涵養 

(4)キャ ンパスコ ンセプト  
地域・ 社会・ 世界の様々な人、 情報が行き 交う プラ ッ ト フ ォ ームキャ ンパス 

2． 地域・ 社会への貢献 
(1)地域経済 

・ 国際性豊かな教職員・ 学生が神戸を 舞台に産官学民連携の取組を展開 
・ アント レ プレ ナー育成により 、 王子を創業・ 成⾧の基地へ押し 上げる 

(2)地域貢献 
・ あら ゆる世代や属性の人々が日々気軽に訪問でき る場と し て、 キャ ンパス施設を開放 
・ 社会のあら ゆる人々が学びの楽し さ に目覚めるリ カ レ ント ラ ーニン グパーク の形成 
・ 商店街、 王子動物園のイ ベント 等への学生の協力・ 参加や、 研究成果の市民への発信など

大学のイ ベント への地域住民の参加と いっ た、 学生と 地域の人々が交流する機会を 創出 
3． 都市計画・ 景観等 

(1)空間 
・ 緑豊かな六甲の山並みと 調和し たラ ンド スケープを 計画 
・ ボリ ュ ームを 抑え、 六甲の山並みに配慮し た分棟によ る配棟計画 
・ 石積擁壁をなく し 、 周辺の緑地空間と シームレ スに繋がる開放的なキャ ンパスを整備 
・ 周辺に広がる緑を 建物に積層さ せると と も に、 アースカ ラ ーを基調と する色彩デザイ ン に

より 、 周辺の自然環境と の調和を 図る 
(2)機能 

・ 中庭を 含む外部空間を開放し 、 どこ から でも 入れる公園のよ う なキャ ンパスを 整備 
・ 社会と シームレスにつながるキャ ンパスを 目指し 、 あら ゆる 世代や属性の人々が日常的に

キャ ンパスに立ち 寄り 、 施設などを 利用し 、 学生と 交流でき る 場と 機会を 提供 
・ 神戸市と 連携し 、 屋外・ 屋内避難場所を 設置するなど、 広域防災拠点の機能の向上に寄与 



 

5 

3 . 3  王 子 動 物園 の 魅力 向 上 

(1 )  理念・ コ ン セ プ ト 等 

  市街地にあり ながら 六甲山系に近い立地特性や景観を 最大限に生かし つつ、 動物福祉の向上を図

るこ と はも ちろ ん、 動物の飼育に注力すると 共にその取り 組みの成果を 生息地の野生動物の保護

や生息環境の保全につなげます。  

  自然に囲まれた中でいき いき と 過ごす動物たちの姿を 来園者が１ 日中、 ゆっ く り と 観察し 、 遊

び、 憩い、 その中で自ずと SD Gs に配慮し た暮ら し に目を向けるこ と ができ る動物園を 目指し ま

す。  

 
【 理念と 5 つの目指すべき 方向性の概念図】  
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( 2 )  計画概要 

1)  動物収集計画（ コ レ ク シ ョ ン プ ラ ン ）  

生物多様性保全に貢献し 、 将来にわたり 持続可能な飼育展示を 実現するため、 以下の方針のも と 、

コ レク ショ ンプラ ンを 策定し まし た。  

○動物収集の方針 

  （ 公社） 日本動物園水族館協会（ 以下、 JAZA） の策定計画（ JCP） に準拠 

  域外保全への貢献、 教育的価値、 学術的価値、 展示効果等を考慮 

  今後、 導入が困難と 見込まれる動物は原則、 繁殖を行わない 

  近隣施設と の棲み分けも 考慮 

○繁殖方針 

  最優先種： 種の保存の貢献のため、 積極的に繁殖を推進（ JCP に準拠または独自の取り 組み）  

  優 先 種： 繁殖を推進（ JCP に準拠し た計画的な繁殖）  

  維 持 種： 展示施設内で適正数を維持するための繁殖 

  調 整 種： 繁殖を行わない。 も し く は譲渡を 促進 

○新規導入 

  域外保全に貢献でき る 海外希少動物種、 国内希少動物種（ 市内・ 県内） を新たに導入し 、 六甲山

系から 世界につながる 生物多様性の保全教育を推進 

 

【 王子動物園動物収集計画（ コ レ ク ショ ン プラ ン） （ 基本計画策定時） 】  

繁殖方針 

による分類 

該当種数 

（ う ち新規導入）  

主な該当種 

（ 新規導入種）  

最優先種 ８ 種（ ２ 種）  

ジャ イ アント パンダ、 コ アラ 、 アジアゾウ、 ボルネオオラ ンウータ ン、 アム

ールト ラ 、 アムールヒ ョ ウ、 （ 神戸市内の希少野生動物種、 兵庫県内の希少

野生動物種）  

優先種 １ ５ 種 

キリ ン、 カ バ、 ユキヒ ョ ウ、 ジャ ガー、 オオアリ ク イ 、 シセンレッ サーパン

ダ、 チンパンジー、 シロテテナガザル、 ニホンリ ス、 スローロリ ス、 マヌ ル

ネコ 、 フ タ ユビナマケモノ 、 ニシアフ リ カコ ガタ ワニ、 ヨ ウスコ ウワニ、 ヒ

ワコ ンゴウイ ンコ  

維持種 ５ ０ ～６ ０ 種 
ラ イ オン、 ホッ キョ ク グマ、 フ ンボルト ペンギン、 カ リ フ ォ ルニアアシカ 、

シマウマ、 ベニイ ロフ ラ ミ ンゴ、 アカ カ ンガルー、 コ ツメ カ ワウソ 等 

調整種 ５ ０ ～６ ０ 種 
ダチョ ウ、 エミ ュ ー、 ヨ ーロッ パフ ラ ミ ンゴ、 フ ク ロテナガザル、 エゾヒ グ

マ、 カ ルガモ、 アオサギ等 

計 １ ３ ０ 種程度  

※コ レク ショ ンプラ ン は、 社会情勢や飼育個体の保全状況等を 踏まえ、 必要に応じ て見直し ます。  
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2 )  わかり やす い ゾ ーニ ン グ  

動物が生息する地域と 気候風土と の関連を 理解し やすいよう 地域ごと に動物を集約し たゾーン

や、 動物種の分類に着目し たゾーン を設定し ます。 また、 世界各地を 巡り ながら 各地域に生息す

る 動物を 観覧し ている よう に感じ ら れる仕掛けなどスト ーリ ー性のある観覧ルート にし ます。  

 

※ゾーニングは、 社会情勢や飼育個体の保全状況等を 踏まえ、 必要に応じ て見直し ます。  
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3 )  新た な 展示方法の導入 

動物福祉の視点に立っ た飼育環境の向上を 図ると と も に、 自然に囲まれた中でいき いき と 過ごす動

物たちの姿を、 来園者が、 一日中ゆっ く り と 観察し 、 その中で自ずと SD Gs に配慮し た暮ら し に目

を向けるこ と ができ る 動物展示を目指し ます。  

1 動物本来のいき いき と し た姿を引き 出すための展示手法の導入 

動物の生息環境を再現し 本来の生態や暮ら し の様子を 観察でき る展示や、 装置の工夫等により 動物

本来の能力や行動を引き 出す展示等、 動物種毎の特性等に応じ て、 飼育環境の向上を 図り 、 いき いき

と し た姿を 引き 出す展示方法を積極的に導入し ます。  

 

 

 

 

 

 

 
 

2 動物たちと の出会いを よ り 印象付けるよ う な演出や工夫 

複数の動物種を 見通せる よう な「 通景」 の演出、 自然界の生息環境を 踏まえた複数の動物種による

混合展示の導入、 運動場で活発に活動する動物を 広く 見渡せる 観察場所や動物を 間近に観察でき る場

所の整備等、 動物と の出会いを様々に楽し める演出や工夫を 行います。  

  

 

 

 

 

 

 

( 3 )  今後の検討に 向け て  

リ ニュ ーアルにあたっ ては、 開園し ながら 工事を 進める 予定である ため、 工事に伴う 騒音や照

明、 動物移動が飼育動物に極力影響が及ばない整備手順を 検討する と と も に、 獣舎整備に伴う 飼

育動物の退避スペース（ 仮設獣舎） についても 、 動物福祉の観点も 踏まえながら 、 空き 獣舎や空

き スペースの有効活用等で確保し ていき ます。  

なお、 本計画は、 飼育動物の状況や社会情勢の変化等に対応し 、 必要に応じ て計画を見直し ながら

進めていき ます。   

【 動物の生息環境を再現する展示のイ メ ージ】  【 動物本来の能力や行動を引き出す展示のイ メ ージ】  

【 複数の動物種を見通せるよう な「 通景」 のイ メ ージ】  【 動物を間近に観察でき る場所のイ メ ージ】  
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3 . 4  公 園 と ス ポ ー ツ 施 設 のリ ノ ベ ー シ ョ ン と 魅力 向 上  

3 .4 . 1  緑 の広場 ・ シ ン ボ ルプ ロ ム ナ ー ド  

(1 )  理念・ コ ン セ プ ト 等 

  緑豊かで桜の名所と し て親し まれている 自然環境や景観の保全、 市民の憩いやスポーツ・ 子ども

たちの学びや成⾧の場と し ての利用など、 誰も が気軽に憩いく つろ げる空間を 目指し ます。  

 

(2 )  計画概要 

1)  緑の広場 

  芝生広場を中心と し た王子公園駅前から 公園・ 動物園を認識でき る景観の創出 

  開放的なバリ アフ リ ー動線の確保 

  駅、 大学、 動物園につながる公園と 一体的で高質な空間と にぎわいの創出 

  景観木と なる 既存の大径木の保存活用と 新植、 既存モニュ メ ント 等の残置 

  異常高温対策と し て有効な休憩スペースや緑陰の創出 

  親水空間や遊具等の設置 

  ラ ジオ体操等の地域活動ができ る広場やイ ベント に使用でき る舗装スペースの確保 

  災害時等における緊急車両等の進入路の確保 

2)  シ ン ボ ルプ ロ ムナ ー ド  

  魅力的な緑地軸・ 景観軸と なる歩行者専用園路の整備 

  既存樹木の活用や新たな桜の植樹などによる周辺の建造物の圧迫感の軽減 

  桜の通り 抜けルート 拡大による魅力的なプロムナード の形成 

  快適に歩ける よう に平坦部や休憩スペースを設置 

  植栽の隙間から 動物が見える・ 鳴き 声が聞こ える 仕掛けなど動物園を 身近に感じ ら れる演出 

  地域活動やイ ベント に使用でき る舗装スペースの確保 
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【 緑の広場 計画図】  

 

(3 )  今後の検討に 向け て  

  大学ゾーンと の境界と なる 部分は、 一体的な空間と なるよう 施設や植栽の計画について、 大学と

の協議を 引き 続き 進めます。  

  飲食・ 物販の機能を 想定し たにぎわい施設の配置、 業態等を検討し ます。 さ ら に、 大学内に設置

予定のにぎわい機能と 相互に補完するよう 、 大学と の協議を引き 続き 進めます。  

  様々なイ ベント や市民参画の仕組みづく り など、 ソ フ ト 面でのにぎわいづく り を 検討し ます。  

  異常高温対策に資する 遮熱性を 高めた舗装材（ 現地発生土・ 木を活かし た自然土系舗装やウッ ド

チッ プ舗装等） 、 ク ールスポッ ト と し てミ スト 等の導入を検討し ます。  

  園内のジョ ギン グコ ースや散策コ ースの設定について検討し ます。  

  新たなモビリ ティ の導入など、 園内の移動手段を 検討し ます。  
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【 緑の広場 整備イ メ ージ】  

 
【 シンボルプロムナード  整備イ メ ージ】   

王子公園駅側から 動物園エン ト ラ ン スを 望む 

大学ゾーンから 南側を 望む 

緑の広場から 六甲山を 望む 
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3 . 4 . 2  ス ポ ー ツ ゾ ー ン  

(1 )  理念・ コ ン セ プ ト 等 

  「 誰も が気軽に利用でき る 多世代スポーツ活動ゾーン 」 と し て、 引き 続き 幅広い競技、 地域のイ

ベント 等の様々な用途で利用でき る スタ ジアムを 整備し ます。  

  スタ ジアム周辺には、 子ども から 高齢者まで気軽に遊び、 誰でも 運動でき る広場を創出し 、 利用

用途に応じ た安全・ 安心な施設づく り に取り 組むと と も に、 休憩、 イ ベント にも 利用でき る多目

的な空間を整備し ます。  

 

(2 )  計画概要 

1)  ス タ ジ ア ム 

  フ ィ ールド は、 アメ リ カ ン フ ッ ト ボール、 サッ カ ーやグラ ウン ド ゴルフ 、 ラ ク ロ ス等の競技が可

能なスペースと し て、 現在と 同規模の約 6,500 ㎡を確保 

  400ｍト ラ ッ ク （ 4 レーン） 、 砂場を配置し 、 陸上競技の練習に対応 

  観客席は、 現在のスタ ジアムと 同規模の 3,000 席程度（ 一部車椅子用を 含む） を 設置 

  観客席の屋根・ 壁・ 吸音材による防音対策の実施 

  市民の日常的な活動にも 利用でき る 一般開放の時間帯を設定 

2)  広場 

  スタ ジアム東側は「 多目的広場」 と し 、 休憩スペースやラ ジオ体操等での利用を はじ め、 スタ ジ

アムのエント ラ ンス空間や大会時のバッ ク ヤード エリ アと し て、 シーン に併せた利用が可能な施

設を 整備 

  スタ ジアム西側は、 ち びっ こ 広場と わんぱく 広場に挟まれる形で設置さ れている 弓道場を 西側へ

再配置し 、 王子スポーツセンタ ー北側駐車場の進入路を 西側へ変更する こ と で、 現状の「 ちびっ

こ 広場」 と 「 わんぱく 広場」 を あわせた広さ を確保し た「 みんなの広場」 を 整備し 、 幅広い年齢

層が利用でき る施設を 整備 

3)  テ ニ ス コ ー ト  

  王子公園内の立体駐車場の屋上にハード コ ート 2 面を 整備。 屋上コ ート の周囲には、 屋根付き の

ベンチを 併設し 、 適宜休憩でき るプレ ー環境を整備 

  ポート アイ ラ ン ド に新たに 6 面を新設 

4)  登山研修所 

  他のスポーツ施設と の一体的利用が見込める スポーツ ゾーン内へ再配置し 、 市民がより 身近に親

し むこ と ができ る施設を整備 

  スポーツ ク ラ イ ミ ングウォ ールや人工岩場を 併設する など、 既存の登山研修所の機能を 確保する

と と も にユニバーサルデザイ ンにも 配慮し た建物を整備 
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5)  弓道場（ 近的）  

  スタ ジアム西側の「 みんなの広場」 を一体的なスペースと し て確保するため、 スポーツゾーン西

側へ再配置 

 
【 スポーツゾーン  計画図】  
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(3 )  今後の検討に 向け て  

1)  ス タ ジ ア ム 

  音響設備は、 周辺環境に配慮し 、 指向性に優れたスピ ーカ ーの導入や機器の配置場所を 工夫する

などを検討し ます。  

  照明設備は、 周辺環境への光漏れに配慮し 、 フ ィ ールド 内だけを集中し て照ら せる指向性に優れ

た機器の導入や配置場所を 工夫する など、 検討し ます。  

  スタ ジアムは、 六甲山の山並みを背景と し た公園全体の景観と 調和する よう に配慮し た建築デザ

イ ンや緑化等を 検討し ます。  

  

  
 【 スタ ジアム 整備イ メ ージ】  

 

2)  広場 

  「 多目的広場」 のデザイ ン については「 緑の広場」 や「 シンボルプロムナード 」 と 連続性を持っ

たも のと なるよう 検討し ます。  

  「 みんなの広場」 の整備にあたっ ては、 遊具、 ボール遊びなど、 幅広い年齢層が利用でき る施設

を検討し ます。  

  近隣や広域から も 訪れたく なるよう な空間と なるよう 検討し ます。  

 

動物園資料館屋上から スタ ジアムを 望む 野崎線(スタ ジアム北東側)から スタ ジアムを 望む 

野崎線(スタ ジアム北側)から スタ ジアムを望む 野崎線(スタ ジアム北西側)から スタ ジアムを望む 
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【 みんなの広場 整備イ メ ージ】  

 

  

 

    

 

 

【 みんなの広場利用等のイ メ ージ】  

  

写真提供： 株式会社コ ト ブキ 
出典： 富山市総合体育館 

https://www.hasetai .com/example/detail/1681/ 

写真提供： 株式会社コ ト ブキ 出典： 西宮鳴尾浜 

https://www.kobe-np.co.jp/news/odekake-plus/news/detail.shtml 

?news/odekake-plus/news/experience/201708/10514217
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3 . 4 . 3  駐 車場  

(1 )  理念・ コ ン セ プ ト 等 

  駐車場機能を 集約し て立体化し 、 緑の広場やシンボルプロムナード など、 人のための空間を創出

し ます。  

  六甲山の山並みを背景と し た公園全体の景観と 調和するよう 、 壁面緑化や周辺の植樹、 建物の高

さ やデザイ ン等に配慮し ます。  

  駅に近いと いう 立地特性、 平日の利用状況等を踏まえ、 現在よ り も 駐車台数を 抑えた規模で整備

し ます。  

  大型バスでの来園にも 対応し た駐車場整備と し ます。  

  公共交通機関の利用促進施策の充実、 駐車場料金見直し 等によ る交通手段の転換、 駐車場混雑状

況の情報提供などによ る利用時間帯の分散を 図り ます。  

  駐車場の屋上の一部を テニスコ ート と し て活用し ます。  

 

( 2 )  計画概要 

1)  立体駐車場 

  整備台数： 500 台程度（ 平日は大型バス駐車枠を 20 台程度確保）  

  建物概要： 北棟 4 階＋屋上（ 駐車場利用） 、 南棟 3 階＋屋上（ テニスコ ート 2 面）  

  建物機能： エレ ベータ ー、 ト イ レ、 電気自動車充電設備、 最新の入出庫管理システム 等 

2)  園内・ 周辺道路 

  駐車場アク セス園路（ 歩行者の安全を 確保）  

  市道阪急沿線の再整備（ 円滑な入庫動線の確保、 市営駐輪場の再編）  

 
【 駐車場・ アク セス園路 計画図】  

駐車場アク セス園路イ メ ージ 
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(3 )  今後の検討に 向け て  

  六甲山の山並みを背景と し た公園全体の景観と 調和するよう 様々な視点場から の景観に配慮し た

建築デザイ ンや緑化を 検討し ます。  

  駐車場運営システム（ 料金体系、 情報案内、 周辺道路への影響を 抑えるためのマネジメ ン ト 方法

など） を 検討し ます。  

  公共交通機関の利用促進を 図るための施策を検討し ます。  

 
【 駐車場 整備イ メ ージ】  

  

シンボルプロムナード から 六甲山を 望む 



 

18 

3 . 5  広 域 防 災拠 点 の 機 能強化  

(1 )  理念・ コ ン セ プ ト 等 

  阪神・ 淡路大震災の経験を 活かし た防災機能を確保・ 強化し ます。  

  公園全体で広域防災拠点と し ての機能を強化し ます。  

 

(2 )  計画概要 

  ヘリ コ プタ ー離着陸場の確保 

  緊急避難場所や救援活動拠点の確保 

  雑用水の確保（ 親水空間・ 雨水貯留槽等）  

  非常用電源や太陽光発電、 かまどベンチなど防災施設の整備 

  その他給水拠点や防災行政無線、 物資集積配送拠点、 地域備蓄拠点など既存機能の維持 

 

(3 )  今後の検討に 向け て  

  救援活動拠点については、 公園全域で機能を 確保でき るよう 引き 続き 検討し ます。  

  大学と も 連携し ながら 、 地震災害だけでなく 豪雨災害などに対応でき る よう 防災機能の強化につ

いて引き 続き 検討し ます。  

  地域や大学と 連携し て防災施設の活用などに取り 組みます。  

【 防災機能 配置イ メ ージ】  
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4  整備ス ケ ジ ュ ー ルと 概算事業費 

4 .1  整 備 ス ケ ジ ュ ー ル （ 予定 ）  

年度別整備スケジュ ール（ 予定） は、 概ね次のと おり です。  

 

※個別の施設整備のスケジュ ールについては、 今後、 詳細設計や工事請負契約後の施工計画、 大学と

の協議等により 変更が生じ る場合があり ます。  

4 .2  概 算 事 業費 （ 予定 ）  

計画概成期間にかかる 事業費（ 予定） は、 概ね次のと おり です。  

施設 整備内容 事業費（ 円）  

動物園 
第 1 フ ェ ーズ 

（ 全体）  

約７ ０ 億 

（ 約１ ４ ０ 億）  

スポーツ 施設 スタ ジアム、 登山研修所、 弓道場など 約９ ０ 億 

公園施設 
緑の広場、 シンボルプロムナード 、 園地・

園路、 多目的広場、 駐車場など 
約１ ０ ０ 億 

総額 
約２ ６ ０ 億 

（ 約３ ３ ０ 億）  

※今後、 関係機関と の協議や物価水準の変動等により 変更が生じ る場合があり ます。  

  

2031
（令和6年） （令和7年） （令和8年） （令和9年） （令和10年）（令和11年）

2025 2026 2027 2028 2029 20302024

大学

(参考)

　　　　　　　　　年度
　　施設 （令和12年）（令和13年）

動物園

スポーツ施設
公園施設

設計・施工

（順次供用開始）

第１フェーズ

（順次供用開始）

第２フェーズ以降

（順次供用開始）

開学計画協議・土地譲渡・設計・施工

計
画
概
成

既存施設解体（プール等）・施設整備（弓道場等）

立体駐車場

緑の広場・シンボルプロムナード等

スタジアム

サバンナゾーン・爬虫類館 アジアゾーン（一部）エントランス

管理事務所 ・動物病院
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5  関連資料 

5 .1  既 存 の 樹木  

園内には多数の既存樹が存在し 、 大き く 育っ ている木も 多く 、 常落葉の大径木は、 園内の自然な日

除けと なり 、 動物園内では、 憩いの場に影を つく り 来園者に涼を運んでいます。 また、 青谷川沿いで

は濃い緑を 形成し 水音と 合わさ り 渓谷のよう な雰囲気を作り 出し ています。  

桜は、 動物園内と テニスコ ート 周囲に多く 、 それゆえ、 本園は桜の名所と も なっ ており 、 春には動

物園内を 主たるルート にし た桜の通り 抜けが開催さ れ、 多く の利用者に親し まれています。  

ただし 、 大径木や特に通り 抜けルート 上の動物園内の桜の中には、 老木で樹勢、 傷、 腐朽等の異常

があり 生育回復が望みにく い、 活力度の低い樹木も 多数あり ます。  

  
【 動物園内の既存大径木の木陰】         【 桜の通り 抜けルート 】  

【 現況樹木位置図： 既存樹全体】  
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5 . 2  大 学 ゾ ー ン の 土地 利 用の 条件  

誘致する 大学が、 将来にわたっ てその役割を担い続けるこ と 、 地域に開かれた大学と 呼ぶにふさ わ

し い施設と するこ と を 目的と し て、 大学ゾーンには次の利用条件を設けます。  

①建築物の用途等の制限 

大学等の建築物及びそれに附属する建築物のみ建築可能と する 。 但し 、 著し い騒音や振動を伴う

施設など、 周辺環境を 著し く 悪化さ せる恐れがある施設を 除く 。  

②建築物の壁面位置の制限 

阪急王子公園駅前の開放感を確保する観点から 、 建築物の外壁又はこ れに変わる 柱の面から 道路

境界線までの距離は５ ｍ以上と する。  

③かき 又はさ く の構造の制限 

公園と の一体性の確保や阪急王子公園駅前の開放感を 確保する 観点から 、 緑の広場・ 遊歩道と の

敷地境界線と 道路境界線に面する部分には、 原則と し て門、 塀、 垣及びさ く を 設置し てはなら

ない。  

 

5 . 3  旧 ハ ン タ ー 住 宅 

重要文化財「 旧ハンタ ー住宅」 については、 解体・ 再建による耐震工事に際し て、 北野地区への移

築の検討を 進めます。  

 



 

 

王子公園再整備基本計画(素案) 

【 王子動物園編】  

令和５ 年９ 月 

神戸市 
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1  はじ めに  

(1 )  王子動物園の理念・ コ ン セ プ ト と 目指すべき 方向性 

市街地にあり ながら 六甲山系に近い立地特性や景観を 最大限に活かし つつ、 動物福祉の向上を

図る こ と はも ち ろ ん、 動物の飼育に注力する と 共にその取り 組みの成果を 生息地の野生動物の保

護や生息環境の保全につなげます。  

自然に囲まれた中でいき いき と 過ごす動物たち の姿を 来園者が一日中、 ゆっ く り と 観察し 、 遊

び、 憩い、 その中で自ずと SD Gs に配慮し た暮ら し に目を 向ける こ と ができ る 動物園を 目指し ま

す。  

 

【 理念と 5 つの目指すべき 方向性の概念図】  

(2 )  基本計画策定ま で の経緯 

基本構想の実現に向けた具体的な取り 組みについて、 有識者や市民、 王子動物園サポータ ー等様々

な主体の参画を 得て検討し 、 策定し まし た。  

市民等から のアイ デア・ 提案 

● リ ニュ ーアルワーク ショ ッ プ （ 3 5 名、 計 4 回）  

● 王子公園再整備に係る市民ヒアリ ング （ 8 3 名、 計 2 回）  

● ホームページを通じたアイデア・ 提案 他 

有識者ヒ アリ ング 

王子動物園リ ニュ ーアル基本構想 
王子公園再整備 

基本方針 

王子公園再整備基本計画 【 王子動物園編】  
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2  計画のポ イ ン ト  

(1 )  動物収集計画（ コ レ ク シ ョ ン プ ラ ン ）  

生物多様性保全に貢献し 、 将来にわたり 持続可能な飼育展示を 実現する ため、 以下の方針のも

と 、 コ レ ク ショ ン プ ラ ン を 策定し まし た。  

○動物収集の方針 

  （ 公社） 日本動物園水族館協会（ 以下、 JAZA） の策定計画（ JCP） に準拠 

  域外保全への貢献、 教育的価値、 学術的価値、 展示効果等を考慮 

  今後、 導入が困難と 見込まれる動物は原則、 繁殖を行わない 

  近隣施設と の棲み分けも 考慮 

○繁殖方針 

  最優先種 ： 種の保存の貢献のため、 積極的に繁殖を 推進（ JCP に準拠または独自の取り 組み）    

  優 先 種 ： 繁殖を 推進（ JCP に準拠し た計画的な繁殖）  

  維 持 種 ： 展示施設内で適正数を 維持する ための繁殖 

  調 整 種 ： 繁殖を 行わない。 も し く は譲渡を促進 

○新規導入 

  域外保全に貢献でき る 海外希少動物、 国内希少動物（ 市内・ 県内） を 新たに導入し 、 六甲山系か

ら 世界につながる生物多様性の保全教育を 推進 

 

【 王子動物園動物収集計画（ コ レ ク ショ ン プラ ン ） （ 基本計画策定時） 】  

繁殖方針 

による分類 

該当種数 

（ う ち新規導入）  

主な該当種 

（ 新規導入種）  

最優先種 ８ 種（ ２ 種）  

ジャ イ アント パンダ、 コ アラ 、 アジアゾウ、 ボルネオオラ ンウータ ン、 アム

ールト ラ 、 アムールヒ ョ ウ、 （ 神戸市内の希少野生動物種、 兵庫県内の希少

野生動物種）  

優先種 １ ５ 種 

キリ ン、 カ バ、 ユキヒ ョ ウ、 ジャ ガー、 オオアリ ク イ 、 シセンレッ サーパン

ダ、 チンパンジー、 シロテテナガザル、 ニホンリ ス、 スローロリ ス、 マヌ ル

ネコ 、 フ タ ユビナマケモノ 、 ニシアフ リ カコ ガタ ワニ、 ヨ ウスコ ウワニ、 ヒ

ワコ ンゴウイ ンコ  

維持種 ５ ０ ～６ ０ 種 
ラ イ オン、 ホッ キョ ク グマ、 フ ンボルト ペンギン、 カ リ フ ォ ルニアアシカ 、

シマウマ、 ベニイ ロフ ラ ミ ンゴ、 アカ カ ンガルー、 コ ツメ カ ワウソ 等 

調整種 ５ ０ ～６ ０ 種 
ダチョ ウ、 エミ ュ ー、 ヨ ーロッ パフ ラ ミ ンゴ、 フ ク ロテナガザル、 エゾヒ グ

マ、 カ ルガモ、 アオサギ等 

計 １ ３ ０ 種程度  

※コ レ ク ショ ンプラ ン は、 社会情勢や飼育個体の保全状況等を 踏まえ、 必要に応じ て見直し ます。  
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( 2 )  わかり やす い ゾ ーニ ン グ  

動物が生息する地域と 気候風土と の関連を 理解し やすいよう 地域ごと に動物を集約し たゾーン

や、 動物種の分類に着目し たゾーン を設定し ます。 また、 世界各地を 巡り ながら 各地域に生息す

る 動物を 観覧し ている よう に感じ ら れる仕掛け等、 スト ーリ ー性のある観覧ルート にし ます。  

 

 

※ゾーニングは、 社会情勢や飼育個体の保全状況等を 踏まえ、 必要に応じ て見直し ます。  
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( 3 )  新た な 展示方法の導入 

動物福祉の視点に立っ た飼育環境の向上を 図ると と も に、 自然に囲まれた中でいき いき と 過ごす動

物たちの姿を、 来園者が、 一日中ゆっ く り と 観察し 、 その中で自ずと SD Gs に配慮し た暮ら し に目

を向けるこ と ができ る 動物展示を目指し ます。  

① 動物本来のいき いき と し た姿を 引き 出すための展示方法の導入 

動物の生息環境を 再現し 本来の生態や暮ら し の様子を 観察でき る 展示や、 装置の工夫等によ り

動物本来の能力や行動を 引き 出す展示等、 動物種毎の特性等に応じ て、 飼育環境の向上を 図り 、

いき いき と し た姿を 引き 出す展示方法を 積極的に導入し ます。  

 

 

➁ 動物たちと の出会いを より 印象付ける 演出や工夫 

複数の動物種を 見通せる よ う な「 通景」 の演出、 自然界の生息環境を 踏まえた複数の動物種に

よ る 混合展示の導入、 運動場で活発に活動する 動物を 広く 見渡せる 観察場所や動物を 間近に観察

でき る 場所の整備等、 動物と の出会いを 様々に楽し める 演出や工夫を 行います。  

 

【 動物の生息環境を再現する展示のイ メ ージ】  【 動物本来の能力や行動を引き出す展示のイ メ ージ】  

【 複数の動物種を見通せるよう な「 通景」 のイ メ ージ】  【 動物を間近に観察できる場所のイ メ ージ】  
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3  施設の整備方針 

(1)  飼育展示関連施設 

１ ） 種の保存や動物福祉の視点に立っ た 施設整備 

種の保存や動物福祉の観点から 、 動物フ ァ ースト の視点に立ち 、 動物がいき いき と その動物ら し く

暮ら せ、 肉体的・ 精神的により 健康で心地よ く 過ごすこ と ができ るよう 、 飼育環境を 整え、 飼育方

法を 工夫し 、 獣医療の充実等を 行っ ていき ます。  

① 動物フ ァ ースト の獣舎整備 

JAZA の「 適正施設ガイ ド ラ イ ン 」 を はじ めと する 国内外のガイ ド ラ イ ン に基づく 飼育基準等

（ 飼育面積等） を 参考と し た獣舎や運動場を 整備し ます。 特に、 アジアゾウやキリ ン を はじ め、

種の保存に取り 組む動物種については、 ガイ ド ラ イ ン に基づく 飼育基準を 満たし つつ、 ゆと り の

ある 寝室面積を 確保し 、 円滑に繁殖を 進める こ と ができ る スペース等を 獣舎に整備し ます。 ま

た、 温度管理が重要な動物種については、 屋内展示場の整備も 検討し ていき ます。  

【 適正施設ガイ ド ラ イ ン（ JAZA） に基づく 飼育基準の例】  

動物種 
飼育面積 

その他 
屋外 屋内 

アジアゾウ １ 頭： 500 ㎡以上 
雄 1 頭又は母子： 56 ㎡以

上、 雌 1 頭： 37 ㎡以上 
プール： 100 ㎡以上等 

キリ ン 1200 ㎡以上 1 頭： 25 ㎡以上 天井高： 6.5m 以上等 
 

② 動物フ ァ ースト に向けた飼育環境の改善や飼育方法 

動物達の暮ら し を 豊かで充実し たも のにする環境エン リ ッ チメ ン ト に資する 整備や、 安全でス

ト レ スを 与えない健康管理を 円滑に行う ためのハズバン ダリ ート レ ーニン グに取り 組みやすい獣

舎設備の充実、 繁殖兆候や出産状況の把握・ 動物行動等の分析を 行う ための監視カ メ ラ 、 飼育管

理に必要な体重計等の設備の充実を 図り ます。  

また、 一日でも っ と も 過ごす時間が⾧ い寝室で、 快適に暮ら せる 環境の充実や、 高齢動物の介

護等、 個別管理が必要な個体にも 対応でき る 獣舎環境の向上を 図り ます。 獣舎や運動場等の内外

には、 動物の生息環境に生育する 植物に類似し た樹種等を 選定し 、 生息環境を 再現し た空間づく

り を 進めます。  
 

③ 動物の健康を 守る管理機能の充実 

動物の健康管理の強化等を 図る ため、 動物病院の他、 人工哺育室や一時入院舎、 検疫に必要な

施設や飼料倉庫（ 冷蔵・ 冷凍機能付） 等の管理機能を 有する 管理棟を 新たに整備し ます。  

  

まも る  
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２ ） 安全に 学べて 楽し い 観覧環境 

来園者が快適に観覧でき る よう 立地環境を 十分活用し 、 スト レ スのない観覧環境を整備し ます。  

また、 来園者・ 動物双方にと っ て安全性の高い施設整備を進めます。  

① スト レスなく 楽し く 移動する ために 

観覧通路は、 各ゾーン 間を 結ぶ「 主動線」 と ゾーン 内を めぐ る 「 副動線」 によ る 構成を 基本と

し 、 一筆書き で全てのゾーン を 巡る こ と ができ る よ う な推奨ルート の設定に取り 組みます。  

園内全体が、 南側が低く 北側が高い傾斜地である こ と を 踏まえ、 ユニバーサルデザイ ン や楽し

く 安全に歩行でき る こ と 等を 考慮し 、 でき る だけ自然になじ みやすい動線と し ます。  

また、 ミ スト 設備や舗装材の工夫によ る 異常高温対策等、 猛暑や雨天時利用も 想定し たベン チ

や休憩スペースを 適切に配置する と と も に、 歩き ながら 子ども たち が楽し く 学べる 仕掛け（ 動物

にまつわるク イ ズ等） 、 ゾーン ごと の特性の演出等、 楽し く 快適な歩行環境を 提供し ます。  

更には、 高低差のある 王子公園・ 動物園の現状を 踏まえ、 新たなモビ リ ティ 技術の進展も 踏ま

えつつ、 人にやさ し い移動手段の確保に向けて、 継続的に検討を 進めます。  

  

② 管理動線と の分離 

管理車両の通行が想定さ れる 管理動線やバッ ク ヤード は、 観覧通路と 極力交わる こ と がないよ

う 、 王子動物園の外周部から 各ゾーン にアプロ ーチする 構成を 基本と し ます。  
 

③ ユニバーサルデザイ ンに配慮し たト イ レ等の配置 

高齢者や身体障碍者、 乳幼児を 含む親子連れが利用し やすい多機能型のブースを 兼ね備えた

「 ユニバーサルト イ レ 」 を 観覧ルート の適切な位置に整備し ます。  
 

④ 人や動物の安全性を 確保し た施設整備 

飼育動物の脱出、 豪雨や台風等の気象災害、 動物由来感染症等によ り 来園者の安全性が損なわ

れないよ う 、 また気象災害や飼育管理上に伴う 事故、 鳥イ ン フ ルエン ザ等の感染症によ る 飼育動

物への被害が発生し ない施設整備を 行います。  

【 直線を回避し た自然になじ みやすい園路のイ メ ージ】  【 子ども たちが歩きながら 楽し く 学べる仕掛けのイ メ ージ】  

たのし む まなぶ 
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( 2 )  来園者の利便性を 高める 施設整備 

１ ） 新た な ゲート の整備 

来園者の期待感を高めるデザイ ンと すると と も に、 効果的な情報発信も 担う 空間と し ます。 また、 王子公園

全体が灘文化軸の新たな拠点と し て機能するよう 、 王子動物園に隣接する、 芝生広場・ 利便施設等を備えた

「 緑の広場」 や桜並木の「 シンボルプロムナード 」 と の一体感あるも のに整備し ます。  

① ゲート やアプローチ道路における期待感の演出 

六甲の自然や動物たち が棲む世界に誘う 新たなゲート を 創出し

ます。  

また、 メ イ ン ゲート 付近に、 動物園内外から 利用でき る 飲食物

販施設を 配置する と と も に、 駐車場から ゲート に至る シン ボルプ

ロ ムナード や、 阪急王子公園駅や JR 灘駅から 王子動物園に至る ア

プロ ーチ道路と 一体的に、 動物と 出会う 楽し さ が感じ ら れ、 来園

者の期待感を 高める 演出を 行います。  

 

 

② スムーズなゲート 運営 

デジタ ル技術の活用によ り 、 入園チケッ ト の事前購入

等、 王子動物園への円滑な入場を 促すと と も に感染症予

防も 考慮し た新たな入園システムを 構築・ 導入し ます。

また、 利便性向上を 図る ため、 コ イ ン ロ ッ カ ー、 ベビ ー

カ ーや車椅子貸出、 救護室、 スタ ッ フ 詰所等を 整備し ま

す。  

ゲート 付近には、 来園者への案内や利用マナー、 動物

の解説方法等について、 デジタ ルサイ ネージや二次元バ

ーコ ード 等も 活用し て多言語で情報発信でき る 仕組みを

導入し 、 海外から お越し いただいた来場者も 含めて、 ス

ムーズに安心し て王子動物園を 楽し むこ と ができ る よ う

整備し ます。  

 

③ 駐車場にアク セスし やすい出口機能の付加 

来園者の利便性向上を 図る ため、 駐車場にアク セスし やすく なる よ う に、 北側にも 出口（ 再入

場を 可能と する 機能も 考慮） を 整備し ます。  

  

たのし む 

【 来園者の期待感を 高めるアプローチ道路等での演出のイ メ ージ】  

【 スムーズに出入り ができるゲート のイ メ ージ】  
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２ ） 動物科学資料館のリ ニ ュ ーア ル 

動物科学資料館は、 剥製や骨格標本をはじ めと する数多く の収蔵物やホール、 収蔵図書等を 備える

重要な施設である ため、 王子動物園における 教育や学びの拠点と し てさ ら なる発展を 目指し たリ ニ

ュ ーアルを 行います。  

① 展示コ ンテンツのリ ニュ ーアル 

社会情勢の変化や技術革新に対応し て、 仮想現実「 Ｖ Ｒ 」 や拡張現実「 Ａ Ｒ 」 等最新のデジタ

ル技術の活用等によ り 、 動物を 取り 巻く 生態系や地球環境等の仕組みを 気軽に映像等で体感でき

る 展示内容に更新し ます。  

貴重な資料である 剥製や骨格標本を 保存する スペースも 重要である ため、 展示機能を 備えた収

蔵庫や、 腐敗せず触れる こ と ができ る 新技術等を 導入する 等、 収蔵物の効率的活用を 図る と と も

に、 他の博物館等と 連携し ながら 標本の管理を 行います。 また、 標本を 活かし た体験プ ロ グラ ム

や大学と 連携し た研究等を 展開し 、 学びを 深める 空間を 創出し ます。  

 

 

② 休憩機能と あわせた図書の閲覧機能の向上 

気軽に休憩し ながら 、 図書の閲覧やイ ベン ト 等ができ る

場を 整えるこ と によ り 、 こ れまで以上に多く の方に動物や

生物多様性等に関する 情報を 入手でき る 場を 設けます。  

 

 

 

③ 動物保全活動等に寄与するワーキングスペースの確保 

動物ボラ ン ティ アや自然保護に資する 団体、 様々な芸術

家等が行う 活動発表の場と なり 、 また様々な立場の方が地

域の生物や自然、 環境等の情報交流によ り 、 活動を 広げて

いく こ と ができ る ワーキン グスペース等の空間を 確保し ま

す。   

ふかめる まなぶ 

【 既存の収蔵物や最新のデジタ ル技術等を活用し た展示コ ンテンツのリ ニュ ーアルイ メ ージ】  

【 気軽に休憩し ながら 、 図書の閲覧やイ ベント 等ができる場のイ メ ージ】  

はぐ く む たのし む 

【 情報交流や活動を広げるワーキングスペースのイ メ ージ】  
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３ ） レ ク リ エ ーシ ョ ン 機能の再配置 

動物福祉への対応を 前提と し た王子動物園のゾーニン グ等を踏まえ、 安全で安心な遊び場や休憩広

場等から なるレ ク リ エーショ ン機能の再配置を行います。  

① さ まざまな広場機能の再配置 

王子動物園のゾーニン グや想定さ れる 利用形態等を 踏まえ、 様々な広場機能を 再配置し ます。

「 エン ト ラ ン ス広場」 ： 団体利用に際し 集合離散・ 集合写真撮影、 イ ベン ト 等の空間 

「 憩いの広場」 ： ピ ク ニッ ク シート を 広げ思い思いにく つろ ぐ 等、 癒し を 楽し む空間 

「 学びの広場」 ： 動物科学資料館付近に位置し 、 動物の命のぬく も り を 体験でき る 空間 

「 遊びの広場」 ： 動物や自然を 身近に感じ ながら 遊べる レ ク リ エーショ ン 機能を 有し た空間 

「 賑わい広場」 ： 低年齢層の子ども も 安心し て遊べる レ ク リ エーショ ン 機能を 有し た空間 

 

② 動物や自然を より 身近に感じ るこ と ができ る安全で安心な遊び場の整備 

王子動物園の遊園地は、 開園当初から 動物園と 一体に整備さ れ、 現在も 多く の人々に親し まれ

ています。 し かし ながら 、 施設の老朽化への対応が必要である と と も に、 動物園と し ての役割等

を 踏まえた新たなレ ク リ エーショ ン 機能へと 転換する 必要性が高まっ ています。  

王子動物園のラ ン ド マーク と し て親し まれてき た既存の「 観覧車」 については、 老朽化への対

応を 図り つつ、 当面の間存続さ せる と と も に、 様々な年齢層の子ども たち が楽し め、 かつ動物や

自然を よ り 身近に感じ る こ と ができ る 安全で安心なレ ク リ エーショ ン 機能を 「 遊びの広場」 や

「 賑わい広場」 に再配置し ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

たのし む 

【 動物を身近に感じ るこ と が 

できる遊び場のイ メ ージ】  

【 自然をより 体感できるよう な遊び場のイ メ ージ】  

【 低年齢層が安心し て体を動せる遊び場のイ メ ージ】  
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4  王子動物園が目指す べき 方向性と 具体的な 取り 組みの方針 

(1)  種の保存な ど 、 生物多様性保全に 貢献する 動物園 

コ レ ク ショ ンプラ ンに基づき 、 希少な種の繁殖に取り 組むと と も に、 大学等の研究機関、 自然保護

団体等と も 連携し 、 野生動物の保護繁殖と 生息環境の保全に貢献する 取り 組みを 推進し ます。  

１ ） 動物の命を つ な ぐ  

① 質の高い獣医療の提供 

多様な動物種に高水準の獣医療を 提供する と と も に、 病態解明や診

断、 治療に関する 臨床研究の積極的な取り 組みによ り 、 種の保存や動物

福祉の向上に貢献し ます。  

 

② 域内保全 

近年、 里山の手入れ不足や外来種の侵入、 開発等によ り 、 在来種の生息数が減少する 等、 生物

多様性が失われつつあり 、 「 KO BE 里山 SD Gs 戦略」 によ り 神戸市域の生物多様性保全の取り 組

みが進めら れています。 王子動物園においては、 神戸市域の傷病鳥獣を 治療し 生息地に復帰さ せ

る 取り 組みを 行っ ていますが、 「 KO BE 里山 SD Gs 戦略」 と も 連携し ながら 、 希少動物の保全を

目指し た飼育展示を 行う こ と によ り 、 里山の豊かな自然を 守り 、 人間社会と 動物と の共生に関す

る 理解を 深める 取り 組みを 進めていき ます。  

また、 関係機関や大学等の研究機関、 自然保護団体等と も 連携し ながら 、 希少動物の生息調査

や保全活動に取り 組むと と も に、 国内外の野生動物の生息地で行われている 保全活動への協力、

フ ェ アト レ ード 等に取り 組み、 域内保全に貢献し ていき ます。  

 

 

 

 
 
 

 

③ 域外保全 

生物多様性保全に貢献し ながら 飼育を 維持でき る よ う 、 JAZA が取り 組む繁殖計画に協力を 行

い、 国内外の動物園・ 水族館と も 連携し ながら 、 王子動物園のコ レ ク ショ ン プラ ン に基づいた繁

殖計画を 推進し ていき ます。 また、 こ れまで培っ てき た飼育繁殖技術を 活かし 、 「 絶滅のおそれ

のある 野生動植物の種の保存に関する 法律」 に基づく 国内希少野生動物種の繁殖の促進を 図る 事

業等と 連携し た保全活動に取り 組むと と も に、 認定希少種保全動植物園制度の認定を 目指し ま

す。  

＜こ れまでの取り 組み＞ 

獣医療設備を 随時更新し ながら 、 各動物種に対し 適切な検査・ 治療を 実施し ています。 ま

た、 世界的に治療例の少ない動物種については、 各種データ （ 採血部位、 採血方法、 検査記

録、 麻酔記録） を 蓄積・ 活用し ながら 、 よ り 精度の高い獣医療の提供を 目指し ています。  

まも る  

【 獣医療設備の充実の例】  

メ モ 

※フ ェ アト レ ード の事例【 ツシマヤマネコ 米】  

絶滅危惧種のツシマヤマネコ のエサと なる生物（ カ エルやネズミ 、 鳥など） が生息する田んぼ

を守る 活動に貢献でき る 商品。 こ の商品を 購入するこ と で、 購入費用の一部を 活動費に充当し

ています。  
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＜こ れまでの取り 組み＞ 

王子動物園では将来的な野生個体群の絶滅を 防ぐ ため、 遺伝的な多様性を 維持し ながら 、 飼

育し ている 動物の繁殖に取り 組んでおり 、 中国と 協力し 取り 組んだキン シコ ウの「 日中共同飼

育繫殖研究」 では、 中国国外において世界で初めて繁殖に成功し 、 その子ど も を 中国へ里帰り

さ せる 等、 多く の希少動物の繁殖に成功し ています。  

・ アムールヒ ョ ウ  ・ アジアゾウ  ・ ボルネオオラ ンウータ ン  

・ シロテテナガザル  ・ キリ ン   ・ フ ラ ミ ンゴ     等 

 

２ ） 動物福祉の向上 

① 環境エンリ ッ チメ ント の充実 

環境エン リ ッ チメ ン ト に取り 組む種を 増やすと と も に、 屠体
と た い

給餌
き ゅ う じ

（ 獣害問題や駆除さ れたシカ 等の命を 無駄にし ない取り 組

み） 等、 動物福祉に資する 様々な取り 組みに対応でき る 環境を 整

備し ていき ます。  

 

 

＜こ れまでの取り 組み＞ 

動物たち が豊かで充実し た日々を 過ごせる よう 、 野生に近い採餌環境等の再現によ り 、 野生

本来の行動を 増やすこ と ができ る よ う 取り 組んでいます。  

・ アジアゾウ ・ キリ ン ・ ジャ イ アント パンダ ・ ボルネオオラ ン ウータ ン ・ ツキノ ワグマ

等 

 

② ハズバンダリ ート レーニングの推進 

動物にスト レ スを 与える こ と なく 健康管理や治療を 円滑に行

える よ う にする ため、 安全面を 考慮し ながら ハズバン ダリ ート

レ ーニン グが可能な種を 増やし ていき ます。  

 

 

 

 

＜こ れまでの取り 組み＞ 

様々な動物を 健康的に飼育し ていく ため、 動物の体に負担なく 各種検査（ 血液採取、 レ ン ト

ゲン 撮影等） ができ る 体勢を と っ ても ら う ト レ ーニン グを 行いながら 、 体調の把握や治療、 動

物と のコ ミ ュ ニケーショ ン を 行っ ています。  

・ アジアゾウ  ・ ジャ イ アント パン ダ   ・ カ リ フ ォ ルニアアシカ  

・ キリ ン        ・ ボルネオオラ ンウータ ン ・ ツキノ ワグマ       等 

【 ハズバンダリ ート レーニングの例】  

【 環境エンリ ッ チメ ント の例】  
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(2 )  動物を 通し て 自然や環境への扉を ひ ら く 教育の推進 

動物や展示サイ ン 、 教育プログラ ムを通じ 、 「 命の大切さ 」 や「 生物多様性保全に対する 理解」 が

深まる教育を推進し ていき ます。  

① 展示動物の生息環境や特性、 命の尊さ などを 伝える展示機能の充実 

獣舎の整備にあわせて、 獣舎構造物の壁面、 観覧通路等を 有効活用し て、 各ゾーン の雰囲気を

演出する 壁画や動物の大き さ を 体感でき る 原寸大の動物オブジェ 等、 来園者が楽し みながら 学べ

る 仕掛けづく り に取り 組みます。 こ の他、 展示動物の名称・ 分類・ 分布や特性、 動物を 取り 巻く

現状等について分かり 易く 学べる 展示を 導入し ます。 また、 亡く なっ た動物に感謝や命の大切さ

伝える こ と ができ る モニュ メ ン ト を 整備する と と も に、 亡く なっ た動物を 剥製等の標本と し て活

用でき る よう にし ていき ます。  

＜こ れまでの取り 組み＞ 

展示動物の名称・ 分類・ 分布・ 特⾧ 等の解説看板を 設置し 、 動物科学資料館では常設展や特

設展によ り 主に動物の生態に関する 学びの情報発信に努めています。  

・ 獣舎前の解説看板 ・ 動物科学資料館での常設展や特設展 等 
 

② 教育プログラ ムの充実 

動物の命の大切さ や環境問題について楽し く 学べる よ う 、 遠足

や家族でも 学べる セルフ ガイ ド 式のプ ロ グラ ムや専用アプリ の開

発の他、 飼育員や獣医師等によ る ガイ ド の機会を 充実し ます。  

また、 自然保護団体等と 連携し た園外での自然観察会や参加型

の調査活動の他、 環境負荷低減を 促進する 再生可能エネルギーの

活用や商品の導入・ 廃棄物削減等の活動を 通じ た環境教育等、 新たな教育プロ グラ ムにも 取り 組

み、 来園者が動物や自然環境への興味・ 関心を 持ち 、 よ り 理解が深まる 学習機会を 提供し ていき

ます。  

 

③ 学校教育と の連携 

こ れまでの活動を 継続し ていく 他、 学校のニーズを 把握し 、 学校

教育に向けた動物に関する 講演、 出張講座の実施、 デジタ ルを 活用

し た教育素材の提供等を 行っ ていき ます。  

 

 

＜こ れまでの取り 組み＞ 

教育支援事業を 年間約 100 件以上開催（ 令和 3 年度実績） し てき た他、 小学生向けサマース

ク ール、 成人向けの「 大人のための動物園講座」 等を 開催し ています。  

＜こ れまでの取り 組み＞ 

飼育動物のガイ ド や餌やり 体験、 飼育体験等を 通じ 、 動物の魅力や生態、 環境保全問題等に関

し た解説を 行っ ています。  

・ 餌やり タ イ ム             ・ 獣医、 飼育員等によるツアーガイ ド  

・ ボラ ン ティ アによる 動物ポイ ント ガイ ド  ・ モルモッ ト 等のふれあい体験  等 

まなぶ 

【 教育事業と の連携】  

【 教育プログラ ムの例】  
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(3 )  希少動物の保全や動物福祉の向上に 資する 調査・ 研究の推進  

専門性の高い大学等研究機関と 連携し た調査・ 研究の場と し 、 動物の生態の理解を 深め、 将来にわ

たり 動物の飼育・ 繁殖・ 福祉の発展に貢献し ます。 王子動物園自体が研究フ ィ ールド と なるよう な

環境整備を はじ め、 人材育成や研究機関等と の連携を より 推進し 、 研究分野の向上を 図り ます。  

１ ） 次の時代に つ な げる （ 研究分野の拡大）  

王子動物園自体を 研究フ ィ ールド と する ため、 調査研究に適し

た獣舎整備を はじ め、 飼育員や大学等の研究機関・ 自然保護団体

等の交流の場、 動物科学資料館を 研究成果の発表・ 閲覧の場と す

る 等、 調査研究を 推進する 体制の構築を 図り ます。  

また、 種の保存の推進の観点から 人工繁殖技術や生殖細胞凍結

保存技術等の向上を 目指し た共同研究等に取り 組むと と も に、 動

物福祉の向上の観点から 高度獣医療の整備や、 動物行動学、 動物

心理学等の分野の研究者と 連携し て研究に取り 組みます。  

こ れら の研究から 得ら れた知見や成果を 幅広く 共有する こ と によ り 、 飼育環境の改善や教育事

業へフ ィ ード バッ ク し 、 希少動物の保全や動物福祉の向上に貢献し ます。  

＜こ れまでの取り 組み＞ 

大学等の研究機関と 、 動物の繁殖や、 生態の解明、 健康管理等に関する 主な共同研究 

神戸大学 
学術協定に基づき、 オラ ンウータ ン、 ニシゴリ ラ 、 アムールト ラ 、 ホッ キョ ク グマ、 コ アラ 、 ユキヒ ョ

ウ、 ジャ イ アント パンダ等の繁殖研究 

大阪公立大学 連携協定に基づき、 ジャ イ アント パンダ、 アカ カ ンガルー等の高度獣医療による疾病治療 

京都大学 
アジアゾウのホルモン分析・ 年齢推定、 ユキヒ ョ ウのホルモン分析・ 行動調査・ 血縁解析、 霊⾧類の生

態に関する研究、 様々な動物の性別判定・ 遺伝子解析等 

岐阜大学 キリ ン、 ホッ キョ ク グマ、 シロサイ 、 コ アラ 、 アジアゾウ、 アムールヒ ョ ウ等の繁殖研究 

その他 
コ アラ の感染症・ 遺伝子分析、 鳥類のマラ リ ア等の疾病の研究、 ネコ 科動物のマタ タ ビ反応の研究 

等多数 
 

２ ） 次の世代を 育て る （ 人材育成への貢献）  

① 職員の専門性向上 

種の保存や動物の健康管理、 動物福祉の向上に向けて職員の専門性を 更に高めていく ため、 日

頃の業務で培っ た飼育技術や獣医療技術等を 職員相互に共有し 、 スキルの継承を 円滑に行える 職

場環境や体制づく り と と も に、 専門性を 高める こ と を 目的と し た各種研修等の積極的な受講等、

人材育成システ ムの構築を 進めます。  

 

② 次世代の育成 

教育機関と 連携し 、 学生たち に飼育や研究を 通し て得ら れた動物の生態等の知見を 広く 発信す

る 他、 学校教育で取り 組む生物多様性保全に関わる 研究発表等に協力支援する 等、 次世代の生物

多様性保全を 担う 人材育成に寄与し ます。   

ふかめる 

【 研究を行いやすい環境整備のイ メ ージ】  
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(4 )  誰も が安全に 安心し て 楽し める 憩い の場の創出 

広い園内で、 来園者が安全に安心し て動物園を楽し める環境を 創出すると と も に、 王子公園全体の

計画を 踏まえながら 、 六甲の緑豊かな自然を 背景と し た景観資源と し て適切に管理活用し 、 緑豊か

な景観づく り に取り 組みます。  

① 園内樹木の適切な管理と 魅力的な景観形成 

既存の樹木等を 見据えつつ、 緑陰の確保やゾーン ごと の演出に配慮し た樹種の選定、 園内の桜

の高齢化への対応等、 必要に応じ て更新する と と も に、 六甲山の緑と 調和し た美し さ を 感じ ら れ

る よ う な景観づく り に取り 組みます。  

さ ら に、 良好な眺望を 活かし た撮影スポッ ト を 設ける 等、 王子動物園・ 王子公園に来園し た思

い出づく り や魅力発信の場づく り を 行います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

② のんびり 動物園を楽し む 

動物園を ゆっ く り 楽し んでも ら う ために、 楽し く お弁当を 広げたり 体を 休めたり する こ と がで

き る ゆと り ある 休憩広場や、 イ ベン ト やキッ チン カ ー等のサービ ス提供に応じ た設備の整備等、

既存施設も 適切に活用し ながら 、 来園者にと っ て居心地のよ い広場空間を 提供し ます。  

また、 王子動物園や緑の広場等への来場者が一緒に楽し むこ と ができ る 飲食・ 物販施設等、 魅

力的な賑わい機能を ゲート 近辺に一体的に整備し ます。 王子動物園内においても 、 食事を 楽し

み、 軽食等で休憩し 、 お土産の探索等で楽し める よ う に、 飲食・ 物販施設や自動販売機を 配置す

る と と も に、 繁忙日にはキッ チン カ ー等を 導入し 、 快適性や利便性を 高めます。  
 

③ イ ベント 等情報が入手し やすい環境づく り  

施設内において来園者の視線を 集めやすい場所にわかり やすい表現を 用いたイ ン フ ォ メ ーショ

ン や専用アプリ を 導入する こ と で、 誰も が手軽にイ ベン ト 情報やマナー等の関連情報が得ら れる

よ う 、 積極的に発信し ていき ます。  
 

④ 灘文化軸にふさ わし いデザイ ン  

獣舎施設や案内サイ ン 等は、 動物種・ ゾーン ごと の生息環境の創出を 考慮し つつ、 動物園全体

で統一性を 図る と と も に、 動物を モチーフ と し たデザイ ン 等、 園全体の魅力向上に寄与でき る デ

ザイ ン と し ます。  

また、 アート 作家の作品を 園内に展示する 企画を 近隣の美術館等と 連携し て実施する 等、 灘文

化軸の拠点にふさ わし い空間づく り を 目指し ます。   

たのし む 

【 夜桜通り 抜けの様子】  【 緑豊かな景観】  
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(5 )  市民・ 地域・ 来園者と 共に 歩み行動する 動物園 

市民や関連団体、 企業等と 一体と なっ て、 王子動物園を守り 育てる仕組みを 強化し ます。 また、 地

域と 連携し た取り 組みを 通し 、 魅力ある地域づく り や地域における人材育成にも 繋げます。  

① 王子動物園を と も に育む基盤づく り  

王子動物園を と も に育む方々を 増やし ていく ため、 動物園のイ ベン ト 情報にアク セスし やすく

情報が得ら れやすいアプリ の開発等の構築や窓口機能の充実を 図り 、 王子動物園に訪れる き っ か

けづく り を 増やし ます。  

また、 各種企業等と コ ラ ボレ ーショ ン し 、 思わず手に入れたく なる 王子動物園でし か買えない

オリ ジナルグッ ズや野生動物の生息環境への負荷の低減を 図る フ ェ アト レ ード 商品の提供を はじ

め、 環境保全に資する イ ベン ト 企画を 展開する 等、 新たなイ ノ ベーショ ン を 創出し 、 H P や SN S

での情報発信（ X（ 旧 Twitter） や YouT ube チャ ン ネル） 、 各種マスメ ディ ア等を 活用し て幅広

く Ｐ Ｒ する こ と で、 新規来園者やリ ピ ータ ーを 増やし ていき ます。  
 

② 王子動物園を と も に育む仕組みの強化 

市民や関連団体・ 企業等によ る 動物サポータ ー制度のサービ スの充実によ る 一層の来園者拡

大、 ク ラ ウド フ ァ ン ディ ン グ等多様な寄付・ 支援制度の導入によ り 、 動物の飼料費、 獣舎の改修

費等を 募る 制度を 充実さ せ、 フ ァ ン と 共に王子動物園を 守り 育てる 仕組みづく り を 進めます。  

また、 市民や関連団体、 地域の学校、 企業等がボラ ン ティ アや地域活動、 CSR 活動の一環と し

て、 王子動物園の運営に参画し 、 イ ベン ト やガイ ド 、 清掃を はじ め、 植樹や展示サイ ン 制作等、

多様な活動に広く 関わっ ていただける 体制づく り を 推進し ます。 また、 そのよ う な活動を 行う 拠

点と し ての動物科学資料館の活用を 進めます。  

 

③ 地域の活性化 

灘文化軸を 構成する 様々な美術館や地域の学校、 商店街等と の協働によ り 、 回遊性やにぎわい

を 高め、 まち 全体の活性化に貢献する 取り 組みを 推進し ます。  

また、 地域団体や地元の商店街、 企業と 連携し て動物園の資源を 活かし たイ ベン ト の実施やグ

ッ ズ、 飲食店のメ ニュ ー開発等に取り 組むと と も に、 他の動物園・ 水族館と も 連携し ながら 、 地

域全体と し ての魅力を 発掘、 展開でき る 情報発信を 進めていき ます。  

 

 

  

＜こ れまでの取り 組み＞ 

動物サポータ ー制度によ り 、 企業・ 団体・ 個人の方から 寄付を いただき 、 動物たち の餌代や

獣舎の整備等の運営費用に充当し ています。 また、 動物ガイ ド やイ ベン ト 補助等の活動を 行う

ボラ ン ティ ア制度も 運用し ています。  

はぐ く む 
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5  工程計画 

王子動物園のリ ニュ ーアル事業は、 通常営業を行いながら のリ ニュ ーアルと なるため、 来園者の安

全を 確保し ながら 、 動物への影響を 最小限にでき るよ う 、 空き 獣舎やスペースの有効活用等、 様々

な手法を と り ながら 進めていき ます。  

早期整備を 目指す第 1 フ ェ ーズを確実に進めていく と と も に、 第２ フ ェ ーズ以降については、 飼育

動物の状況や負担の少ない動物移動を見据えながら 整備手順を 検討し ます。  

① 第１ フ ェ ーズ 

サバン ナゾーン では、 アフ リ カ のサバン ナに生息す

る キリ ン やシマウマ、 カ バ等の複数の動物種を 見通せ

る 「 通景」 の演出や生息環境を 再現し 、 生態系が多く

の動植物のバラ ン スの中で成り 立っ ている こ と を 体感

でき る ゾ ーン と し て整備し 、 動物と の出会いを 楽し

め、 生態や暮ら し の様子を 観察でき る 展示方法を 目指

し ます。  

 

 

 

 

 

アジアゾーン では、 アジアゾウの生息環境を 再現する

等、 動物本来の能力や行動を 引き 出す工夫を 行う と と も

に、 ガイ ド ラ イ ン に基づく 飼育基準を 満たし たゆと り のあ

る 空間を 創出する こ と を 目指し ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

爬虫類館では、 熱帯のジャ ン グル、 サバン ナ等に生息する 爬虫類の生息環境を 再現し 、 生態系

が多く の動植物のバラ ン スの中で成り 立っ ている こ と を 体感でき る 施設と し て新たに整備し てい

き ます。  

その他、 動物管理の中核と なる 管理事務所や動物病院の整備、 新たな王子動物園の顔と なる メ

イ ン ゲート を 整備し ていき ます。  

  

【 サバンナゾーンのイ メ ージ】  

【 アジアゾーン（ アジアゾウ） のイ メ ージ】  
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ⅰ） サバンナゾーン・ 爬虫類館・ 広場の整備 

 

 

 

 

 

ⅱ） メ イ ンゲート ・ 管理事務所・ 動物病院の整備 

 

 

 

  

ⅲ） アジアゾーン（ 一部） の整備 

 

 

 

  

メ インゲート  

メ インゲート  
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➁ 第２ フ ェ ーズ以降の整備手順 

オースト ラ リ アゾーン ・ 広場の整備 

 

 

広場・ 南米ゾーン・ 霊⾧類ゾーンの整備 

 世界のネコ 科ゾーンの整備 

 

 

アジアゾーン（ 残り の獣舎） の整備 

神 戸 の 森 ～日 本 の 自 然 ゾ ー ン ・ 動 物 科 学 資 料館 

 

メ イ ンゲート

メ イ ン ゲート  

メ イ ン ゲート  

メ イ ンゲート  

メ イ ン ゲート  
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6  実現に 向け て  

本計画に基づく リ ニュ ーアルについては、 2045（ 令和 27） 年度を 最終目標と し 、 総事業費は、

約 140 億円を 想定し ています。  

リ ニュ ーアルにあたっ ては、 開園し ながら 工事を 進める 予定である ため、 工事に伴う 騒音や照

明、 動物移動が飼育動物に極力影響が及ばない整備手順を 検討する と と も に、 獣舎整備に伴う 飼

育動物の退避スペース（ 仮設獣舎） についても 、 動物福祉の観点も 踏まえながら 、 空き 獣舎や空

き スペースの有効活用等で確保し ていき ます。  

なお、 本計画は、 飼育動物の状況や社会情勢の変化等に対応し 、 必要に応じ て計画を 見直し な

がら 進めていき ます。  

 
 

 



   

1 

 

 

 

 

王子公園再整備基本計画（ 素案） の検討に向けた市民ヒ アリ ング等の結果 

 

１ ． 実施期間： 令和５ 年５ 月 16 日～７ 月 23 日 

２ ． 参加者等 

 

 期 間 回 数 参加者数 対 象 

事前ヒ アリ ン グ ５ 月16日(火)～６ 月20日(火)  15回 229名 地域団体・ 商店街 

動物園ワーク ショ ッ プ ５ 月28日(日)～７ 月23日(日)  ４ 回 35名/回 一般公募 

市民ヒ アリ ン グ ７ 月20日(木)、 ７ 月22日( 土)  ２ 回 83名 一般公募 

 

３ ． その他意見聴取 

( 1) 動物園ホームページ投稿フ ォ ーム 

対  象： 動物園ワーク ショ ッ プに参加できなかっ た方など 

実施期間： 令和５ 年４ 月 21 日（ 金） ～６ 月 26 日（ 月）  

実施方法： 動物園ホームページ 

( 2) 王子公園再整備ホームページ上での意見募集（ 意見送信フ ォ ーム）  

対  象： 市民ヒ アリ ングに参加でき なかっ た方など 

実施期間： 令和５ 年７ 月 14 日（ 金） ～７ 月 31 日（ 月）  

実施方法： 神戸市ホームページ 

( 3) 子育て世代向けアンケート  

対  象： ０ ～12 歳までのお子さ まの保護者 

実施期間： 令和５ 年７ 月 14 日（ 金） ～７ 月 31 日（ 月）  

実施方法： 神戸市ホームページ 

( 4) 出張子育て世代向けアンケート  

対  象： ０ ～12 歳までのお子さ まの保護者 

実施期間： 令和５ 年７ 月 27 日（ 木）、 ７ 月 29 日（ 土）  

実施方法： 動物園動物科学資料館内 

 

４ ． 主な意見 

 

( 1)   新たな「 原田の森」 の創造 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·   P2 

( 2)   学術・ 文化拠点のシンボルの創出 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·   P2 

( 3)   王子動物園の魅力の向上 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·   P3 

( 4)   公園と スポーツ施設のリ ノ ベーショ ンと 魅力向上 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·   P3 

1) 緑の広場・ シンボルプロムナード  · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·   P3 

2) スポーツゾーン · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·   P4 

資料６ -３  
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3) 駐車場 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·   P5 

( 5)   広域防災拠点の機能強化 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·   P5 

( 6)   その他 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·   P6 

( 7)  王子動物園編 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·   P6 

 

( 1)  新たな「 原田の森」 の創造 

 

【 ご意見等( 1) -1】  

○桜並木、 雑木林、 花壇、 青谷川を活かし た風情ある通り 、 様々な樹木の配置を楽し みたい。  

○山が見える景色に配慮し てほし い。  

○木陰のある緑地がほし い。  

○遊歩道・ 散策路を見通し 良い明るい道にし てほし い。  

【 対応方針等】  

素案『 3. 1 新たな「 原田の森」 の創造』 において、「 王子公園全体の魅力を向上さ せなが

ら 、 良好な景観の維持、 向上を図る」「 桜や既存樹を活かし ながら 、 緑陰の創出を行い、 存在

感のある緑のボリ ュ ームや景観を未来につなげる」 などの『 理念・ コ ンセプト 』 を掲げまし

た。  

また、「 開放的な緑地を整備し 、 快適で安全安心な緑空間を形成」「 シンボルプロムナード

に新たな桜を植樹し 、 桜の通り 抜けルート を拡大」「 快適な緑陰のある園路・ 園地と 休憩施設

を整備」 などの『 計画概要』 を明記し まし た。  

 

( 2)  学術・ 文化拠点のシンボルの創出 

 

【 ご意見等( 2) -1】  

〇大学が（ 人・ 知見） 神戸市へ貢献するも のであっ てほし い。  

〇大学生と 灘区民の協働の仕掛けが必要。  

〇大学施設（ 食堂や図書館等） の一般開放を、 市民も 利用できる施設を作っ てほし い。  

【 対応方針等】  

素案『 3. 2 学術・ 文化拠点のシンボルの創出』 に記載のと おり 、 大学には、 神戸の将来を

牽引する優秀な人材の確保・ 育成・ 輩出と いっ た「 市域全体への貢献」、 学生による社会貢献

や学び直し の機会の提供と いっ た「 近隣地域への貢献」 の両立等を求め、 令和 5 年 6 月に優

先交渉権者を決定し まし た。  

『 計画概要』 に記載の通り 、 大学から 「 大学設置・ 運営事業者による事業実施計画」 と し

て、「 1. 大学運営（ 教育・ 研究等）」「 2. 地域・ 社会への貢献」「 3. 都市計画・ 景観等」 などの

視点から 提案を受けており 、 その実現に向けて、 引き続き 大学と の協議を進めます。  
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( 3)  王子動物園の魅力の向上 

 

【 ご意見等( 3) -1】  

○種類の多さ や頭数を多く するのではなく 、 広い囲いでゆっ たり 暮ら す姿が見たい。  

○動物にあっ た地形（ 生息環境） を作っ てほし い。  

○六甲山系にいる動物を学べると こ ろを作るのはどう か。  

○グローバルな動物園にし てほし い。  

【 対応方針等】  

素案『 3. 3 王子動物園の魅力の向上』 において、 生物多様性保全に貢献し 、「 六甲山系か

ら 世界につながる動物園」 を目指すコ ク レク ショ ンプラ ンや、 生息地域が分かり やすく 感じ

ら れるスト ーリ ー性のあるゾーニング、 動物本来のいきいきと し た姿を引き出すための生息

環境を再現し た展示方法などを導入し ていく こ と を明記し まし た。  

 

( 4)  公園と スポーツ施設のリ ノ ベーショ ンと 魅力向上 

 

1) 緑の広場・ シンボルプロムナード  

 

【 ご意見等( 4) -1】  

〇今ある景色を大切にし て欲し い。  

○70 年かけて育っ た樹木を切るのはいかがなも のか。  

○そも そも の公園の機能である自然環境を充実さ せてほし い。  

○桜並木を見るために、 日本全国から 来ら れるので残し てほし い。  

○子ども 家族の憩い空間を。  

○中央区の東遊園地のよう な芝生広場が欲し い。  

○六甲フ ァ ミ リ ーまつり のだんじ り ができるよう に。  

○親水空間は子ども に人気がある。  

○シンボルプロムナード は歩行者天国にし てほし い。  

○高齢者が休憩でき るベンチを各所に作っ てほし い。  

【 対応方針等】  

素案『 3. 4. 1 緑の広場・ シンボルプロムナード 』 において、「 緑豊かで桜の名所と し て親

し まれている自然環境や景観の保全など、 誰も が憩いく つろげる空間を目指す」 と いっ た

『 理念・ コ ンセプト 』 を掲げまし た。  

また、 緑の広場には「 芝生広場を中心と し た王子公園駅前から 公園・ 動物園を認識できる

景観の創出」「 既存の大径木の保存活用と 新植、 既存モニュ メ ント 等の残置」「 親水空間や遊

具等の設置」、 シンボルプロムナード には「 歩行者専用園路の整備」「 桜の通り 抜けルート 拡

大による魅力的なプロムナード の形成」「 平坦部や休憩スペースを設置」「 イ ベント に使用で

き る舗装スペースの確保」 などの『 計画概要』 を明記し まし た。  
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2) スポーツゾーン 

 

【 ご意見等( 4) -2】  

〇250ｍでいいので、 誰も がいつでも 使えるト ラ ッ ク （ 競技場） がほし い。  

○新スタ ジアムで小中高の部活動の利用ができるよう に。  

○なるべく 一般開放し てほし い（ 凧あげ、 運動会）。  

○陸上の練習や学校行事や地域イ ベント ができる補助競技場をメ イ ンと し た施設にし てほし い。 

○休憩スペース、 自由な空間がほし い。  

○市民のフ ィ ッ ト ネスづく り ができると こ ろに。  

○公園北側は周辺地域の場所である。 内容を再検討し 、 遊具ではなく ボール遊びできるよう に。 

○ちびっ こ ・ わんぱく 広場機能を集約し てほし い。  

【 対応方針等】  

素案『 3. 4. 2 スポーツゾーン』 において、「 幅広い競技、 地域のイ ベント 等の様々な用途

で利用でき るスタ ジアムを整備」「 スタ ジアム周辺には気軽に遊び、 誰でも 運動できる広場を

創出し 、 休憩、 イ ベント にも 利用できる多目的な空間を整備」 と いっ た『 理念・ コ ンセプ

ト 』 を掲げまし た。  

また、 スタ ジアムに「 陸上競技の練習に対応する、 400ｍト ラ ッ ク ( 4 レーン) 、 砂場を配

置」「 市民の一般開放の時間帯を設定」、 スタ ジアム東側および西側に「 多目的広場」 や「 み

んなの広場」 を整備するなどの『 計画概要』 を明記し まし た。  

加えて、「 みんなの広場の整備にあたっ ては、 遊具、 ボール遊びなど、 幅広い年齢層が利用

できる施設を検討し ます。」 と 『 今後の検討に向けて』 において明記し まし た。  

 

【 ご意見等( 4) -3】  

〇新スタ ジアムの騒音・ 光害に対する対策をし てほし い。  

【 対応方針等】  

素案『 3. 4. 2 スポーツゾーン』 におけるスタ ジアムの『 計画概要』 と し て、「 観客席の屋

根・ 壁・ 吸音材による防音対策の実施」 を明記し まし た。  

また、『 今後の検討に向けて』 に記載のと おり 、「 音響設備は、 指向性に優れたスピーカ ー

の導入や機器の配置場所を工夫する」「 照明設備は、 フ ィ ールド 内だけを集中し て照ら せる指

向性に優れた機器の導入や配置場所を工夫する」 など、 検討し ていき ます。  

 

【 ご意見等( 4) -4】  

○テニスコ ート は足への負担や暑さ 対策を考えてほし い。  

○テニスコ ート （ ハード コ ート ） は、 車いすテニスには必要。  

【 対応方針等】  

素案『 3. 4. 2 スポーツゾーン』 において、「 王子公園内の立体駐車場屋上にハード コ ート

２ 面を整備。 屋上コ ート の周囲には、 屋根付きのベンチを併設」 などのテニスコ ート の『 計

画概要』 を明記し まし た。  
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3) 駐車場 

 

【 ご意見等( 4) -5】  

○六甲摩耶の借景を妨げないよう 、 地下化するか、 できるだけ低層でお願いし ます。  

○立体化の際には壁面緑化など景観への配慮をし てほし い。  

〇公共交通（ バス電車） 誘導策と し て、 駐車料金の値上げがあっ ても いいと 思います。  

○予約システム、 混雑の可視化機能がほし い。  

○出入口が従前と 変わる こ と で渋滞が発生する など周辺道路へ影響が出ないよう な計画と し て

ほし い。  

〇駐車待ち列が発生し ないよう 十分な台数の駐車場を整備し てほし い。  

〇駐車場アク セス園路について、 児童館の子供をはじ めと する歩行者の安全対策が必要。  

【 対応方針等】  

素案『 3. 4. 3 駐車場』 において、「 六甲の山並みを背景と し た公園全体の景観と 調和する

よう 、 壁面緑化や周辺の植樹、 建物の高さ やデザイ ン等に配慮」「 公共交通機関の利用促進施

策の充実や交通手段の転換、 利用時間帯の分散」 などの『 理念・ コ ンセプト 』 を掲げまし

た。 また、 アク セス園路については、 歩行者の安全性に配慮し ます。  

駐車場の台数は、 駅に近いと いう 立地特性を踏まえ、 今の台数より 抑えた 500 台程度と し

ますが、『 今後の検討に向けて』 に記載のと おり 「 駐車場運営システム、 公共交通機関の利用

促進施策」 などを検討し 、 周辺道路への影響を抑えるよう な計画と し ます。  

 

( 5)  広域防災拠点の機能強化 

 

【 ご意見等( 5) -1】  

○防災面でも 王子公園は大事、 神戸市全体の問題。  

○防災用のヘリ ポート を用意し てほし い。  

○防災ベンチがほし い。  

【 対応方針等】  

素案『 3. 5 広域防災拠点の機能強化』 において、「 阪神・ 淡路大震災の経験を活かし た防

災機能を確保・ 強化」「 公園全体で広域防災拠点と し ての機能強化」 と いっ た『 理念・ コ ンセ

プト 』 を掲げまし た。  

また、「 ヘリ コ プタ ー離着陸場の確保」「 非常用電源や太陽光発電、 かまどベンチなど防災

施設の整備」 などの『 計画概要』 を明記し まし た。  
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( 6)  その他 

 

【 ご意見等( 6) -1】  

〇整備スケジュ ールが知り たい。  

○整備、 設計を実現さ せるために、 どの程度の費用を見込むのか、 概算で構わないので出し ては

どう か。  

【 対応方針等】  

素案『 4.  整備スケジュ ールと 概算事業費』 において、 王子公園再整備にかかる『 整備ス

ケジュ ール（ 予定）』『 概算事業費（ 予定）』 を明記し まし た。  

 

【 ご意見等( 6) -2】  

〇王子プールを無く さ ないで欲し いです。  

〇サブグラ ウンド は残し て下さ い。  

〇王子公園に「 大学」 や「 アメ フ ト のスタ ジアム」 はいら ない。  

○王子動物園も 広げて欲し い。  

○ゾーニングから 考え直すべき だ。  

○市民の声を反映でき ていないと 感じ る。  

○現計画に入っ ている各機能について、 なぜ、 その機能を 計画に入れたのかその決定プロセスを公開

し てはどう か。  

【 対応方針等】  

昨年 12 月に、 各施設の方向性やゾーニングを定める「 王子公園再整備基本方針」 を策定し

まし た。  

基本方針の検討にあたっ ては、 市民や議会から のご意見を踏まえ、 当初素案を見直すと と

も に、 市民と の意見交換会を開催するなど、 様々な手法、 機会を通じ て市民等の意見を伺い

ながら 修正素案をと り まと め、 市民意見募集を実施し た上で策定し たと こ ろです。  

こ の度、 基本方針に定める基本目標やゾーニング、 各施設の方向性等に基づき 、 具体的な

整備計画の検討を進め、 基本計画（ 素案） と し てお示し し たと こ ろであり 、 今後、 改めて市

民意見募集を実施する予定です。  

なお、 市ホームページには、 王子公園再整備の専用ページを設けており 、 こ れまでの経

緯・ 今後の予定を詳し く 掲載し ています。 本ページには、 市民意見募集や意見交換会等でい

ただいたご意見の内容、 ご意見に対する市の考え方、 大学公募の概要などを掲載し ていま

す。  

 

( 7)  王子動物園編  

 

【 ご意見等( 7) -1】  

〇動物フ ァ ースト で考えてほし い。 飼育のし やすさ より 動物にと っ ての環境を優先し てほし い。 

〇動物がいき いきと その動物ら し く 過ごせるよう にし てほし い。  

〇ふれあいは動物主体で考えてほし い。  
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【 対応方針等】  

素案『 3( 1) 飼育展示関連施設』 において、 種の保存や動物福祉に必要な環境整備を整える

ため、（ 公社） 日本動物園水族館協会の「 適正施設ガイ ド ラ イ ン」 に基づく 獣舎整備を行う な

ど動物フ ァ ースト の視点にたっ た飼育環境を整備し ていく こ と を明記し まし た。 素案『 2

（ 3） 新たな展示方法の導入』 において、 動物本来のいきいき と し た姿を引き出すための生息

環境を再現し た展示方法などを導入し ていく こ と を掲げまし た。  

また、 素案『 4( 1) 2) 動物福祉の向上』 において、「 環境エンリ ッ チメ ント やハズバンダリ ー

ト レーニングがし やすい設備の整備」 について記載し まし た。  

 

【 ご意見等( 7) -2】  

〇学びの機会を増やし てほし い。  

〇生命の大切さ を学べる施設にし てほし い（ 王子動物園内だけではなく ）。  

【 対応方針等】  

素案『 3( 2) 2) 動物科学資料館のリ ニュ ーアル』 において、 展示コ ンテツのリ ニュ ーアルや

休憩機能と 併せた図書の閲覧機能の向上等について記載し まし た。  

また、『 4( 2) 動物を通し て自然や環境への扉をひら く 教育の推進』 において、 来園者が動物

や展示サイ ン、 各種教育プログラ ム、 学校教育と の連携を通じ 、「 命の大切さ 」 等の理解が深

まる教育を推進し ていく こ と を掲げまし た。  

 

【 ご意見等( 7) -3】  

〇今までの研究成果を積極的に発表し てほし い。  

〇動物に配慮できる人を育てる施設にし てほし い。 学ぶから 考える人へ。  

【 対応方針等】  

素案『 4( 3) 希少動物の保全や動物福祉の向上に資する調査・ 研究の推進』 において、 調査

研究に適し た獣舎設備をはじ め、 専門性の高い大学と の研究機関等と 連携し た調査研究体制

を構築し 、 教育事業等へフ ィ ード バッ ク し ていく こ と を記載し ています。 また、 職員の専門

性を高めるこ と を目的と し た人材育成を行う こ と や次世代の育成に寄与するために、 教育機

関に動物の生態等の知見を広く 発信し 、 協力支援を行う こ と を掲げまし た。  

 

【 ご意見等( 7) -4】  

〇ワク ワク 感を演出し てほし い（ 特に駅駐車場から の動線やエント ラ ンス等）。  

〇動物園全体がレク リ エーショ ンを楽し む場になっ てほし い。  

〇公園、 多様な利用を踏まえ、 日常生活の中での「 癒し 」 の場と なっ てほし い。  

〇いろんな角度から の関わり 、 楽し み方ができるも のに。  

〇緑豊かな環境づく り を。  

【 対応方針等】  

素案『 3( 2) 1) 新たなゲート の整備』 において、 ゲート やアプローチ道路に来園者の期待感

を高める演出等を行う こ と を明示し まし た。 素案『 3( 2) 3) レク リ エーショ ン機能の再配置』

においては、 園内に動物や自然を身近に感じ るこ と ができ る遊び場や休憩広場などから なる
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レク リ エーショ ン機能を再配置し ていく こ と を掲げまし た。  

また、『 4( 4) 誰も が安全に安心し て楽し める憩いの場の創出』 において、 六甲の緑豊かな景

観資源を活用し た景観づく り を行う こ と や軽食等で休憩し 、 お土産探し で楽し める飲食・ 物

販設備等の整備の他、 灘文化軸の拠点にふさ わし い空間づく り について掲載し まし た。  

 

【 ご意見等( 7) -5】  

〇ボラ ンティ アなど市民が動物園に関わるきっ かけづく り を。  

〇企業と 動物園と のタ イ アッ プ 

〇個人サポータ ーの拡大 

【 対応方針等】  

素案『 4( 5) 市民・ 地域・ 来園者と 共に歩み行動する動物園』 において、 王子動物園をと も

に育む基盤づく り と し て、 動物園情報にアク セスし やすい環境づく り や市民や企業等と コ ラ

ボし た企画商品の展開・ Ｐ Ｒ を行う こ と で新規来園者やリ ピータ ーの増加を目指すこ と を掲

げまし た。 また、 動物サポータ ー制度の充実やク ラ ウド フ ァ ンディ ング等の多様な寄付・ 支

援制度の充実、 動物園の活動に広く 関わる体制づく り を行う こ と などを掲載し まし た。  

 


